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 ３１名の元気な新１年生を迎え，１８３名の児童と１７名の教職員で

平成２７年度の四小の学校生活がスタートしました。 

昨日の入学式では，次のようなお話をしました。 
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平成２７年 ４月 ９日号 

山形市立第四小学校 
校長 坂本 澄子 

＜児童数 １８３名＞ 

＜転出された先生方＞ 
島軒  隆  教頭 (飯豊町立添川小校長へ） 
 荒井 智則 教諭  （山南小へ） 
  村田 典子 養護教諭（上山南小へ） 
 遠藤 千里 講師  （山八小へ） 
  
     たいへんお世話になりました。 

＜転入された先生方＞ 
 宇野 雄一 教頭   （大曽根小より） 
  齋藤 浩二 教諭   （山七小より） 
 大宮多恵子 養護教諭 （高楯中より） 
  秋武 邦佳 講師   （南山形小より） 
  
         よろしくお願いします。 

第四小学校の１年生として今日から生活するときに大事にしてほし

いことが３つあります。一つ目は「元気にあいさつをしましょう」とい

うこと。二つ目は「わからないことはしっかりたずねましょう」という

こと。三つ目は「友だちをたくさんつくりましょう」ということです。 

新入生は、緊張した中にもしっかりと返事をし、話す人の方を見て聞 

くことができました。とりわけ、児童を代表して６年生の丹野恭さんが歓迎のことばを述べたとき、恭さんの方を

向きうなずきながら聞いている姿や２年生以上が歓迎の歌「さんぽ」を合唱しているとき、お兄さんお姉さんの顔

をしっかり見て聞き入る姿に頼もしさを感じました。 

７日の始業式では、学年が一つずつ進級し意欲に満ちあふれる子どもたちから「今年はこんな自分になりたい」

と願いをもち「そのために、○○を頑張る」と目標に向かって挑戦しようという意気込みが伝わってきました。そ

れが、入学式の準備や当日の式への臨み方に表れているのです。心を込めて会場準備をする５，６年生、美しい所

作で花のアーチを担当する４年生、「仲良くなろうね」と笑顔で「さんぽ」を歌う２．３年生。入学式で１年生は、

２年生以上のその姿をみて「あんなふうになりたい」と思ったはずです。もう、四小の営みは始まっています。子

どもたちは、つながりの中でくらしをつくりはじめているのです。１年生もきっと温かいつながりの中で、たくま

しい「いちょうっ子」として成長してくれるものと期待しています。  

今年度の四小は，昨年度当初に比べ児童数が９名減り，全学年

単学級です。１学級当たり児童数が３４人を超える多人数学級が

１学年あります。教員数も減った中ですが，授業の工夫改善，放

課後の時間の活用などを通して，一人ひとりの子どもとしっかり

向き合う時間を確保しながら，きめ細かな指導に努めていきたい

と思います。今年度も，温かいご支援とお力添えをよろしくお願

いいたします。 

 



 ＜１学期始業式 校長の話より＞ 

 今日は、新しい学年の始まりの日です。皆さんの顔、目を見ると、一学年ずつ進級して、「やるぞ！」とい

う意欲が伝わってきます。この始まりの日に、校長先生は、みなさんと一緒に挑戦したいことがあります。 

 去年、私たちは「やさしさいっぱいの四小にしよう」という目標に向かってくらしを創ってきました。「や

さしさ」や「思いやり」というのは、口で言うのは簡単ですが、形に表すのは難しいと感じた一年でした。皆

さんはどうですか。「やさしさ」も「思いやり」も相手のことを気遣うことができるということです。 

そこで、今年挑戦したいことは、「あいさつ」です。「なーんだ、あいさつなんて、やってるよ」と思う人も

いるでしょう。校長先生は、昨年一年間、毎朝、学校の正門でみんなと挨拶をしました。笑顔で挨拶されると

とってもうれしい気持ちになり、笑顔で挨拶を返したくなります。３年生の松田奈那さんは、校舎の角を曲が

って顔が見えた瞬間に「おはようございます」と元気な声で挨拶してくれます。私が後ろを向いていても同じ

ように挨拶をしてくれます。とっても嬉しくて元気が湧いてきました。 

「あいさつ」というのは、「相手に心を寄せる」大事なコミュニケーションです。笑顔の挨拶は、「やさしさ」

です。今までの自分の挨拶をふり返ってみましょう。そして、今日から、いつでも、どこでも、誰にでも、相

手も自分も嬉しくなるような「やさしいあいさつ」を響かせていきましょう。 

今、皆さんは、心の中で「今年は、こんな自分になりたい。」「そのために、○○を頑張るぞ」と考えている

と思います。今のその気持ちを、意欲を、大事に持ち続けて、四小のくらしを創っていってほしいです。一つ

クリアできたら、次の「なりたい自分」をめざし、どんどん自分を成長させていくのです。そう考えると、ワ

クワクしますね。なりたい自分に近づくために、努力を惜しまず挑戦してください。学級の友だちやクルーズ

班の仲間など、いろいろな人とのつながりの中で、さまざまな活動を通して、よりよい自分をつくっていって

ほしいです。 

校長先生は、勉強や生活のいろんな場面で、皆さん一人ひとりが、なりたい自分を目指して一生懸命頑張っ

ている姿を見ていきたいと思います。 

今年度、転入された４名の先生方です。 

（新任披露式より） 

心を込めて演奏する管弦楽部の子どもたち 

（入学式より） 


